
 
４財経総第５６３号 

令 和 ４ 年 ６ 月 １ 日 

 各局等契約事務主管課長 殿 

 

                       財務局経理部契約調整担当課長 

                           （公 印 省 略） 

 

 

都発注委託等契約における猛暑への対応について 

  

先般、令和４年５月 27 日付４財建技第 66 号「都発注工事における熱中症予防対策の

徹底について（依頼）」が財務局長名で発出されたところですが、都発注委託等契約に

おきましても委託内容等により猛暑への対応が必要な場合があります。 

また、新型コロナウイルス感染症対策として、履行にあたりマスクを着用することに

より熱中症のリスクが高まることが想定されるため、一層の熱中症予防対策に留意する

必要があります。 

つきましては、受託者等に対し下記の点について注意喚起を行うとともに、発注に当

たっては、猛暑に配慮し適切な契約期間を設定するなどの対応を講じるようお願いしま

す。 

 

記 

 
１ 注意喚起の内容 

受託者等に対し、委託等履行に当たっての熱中症の計画的な予防、対策の再点検、

徹底等を求める注意喚起  
 
２ その他 
  令和４年５月 27 日付４財建技第 66 号「都発注工事における熱中症予防対策の徹底

について（依頼）」を参考に添付します。注意喚起に当たっては、同通知の次の資料を

参考にしてください。 
（１）「ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン」（厚生労働省） 
（２）『職場の「熱中症」を防ごう！』（東京労働局） 
（３）「ＷＢＧＴ値を把握して熱中症を予防しましょう！」（厚生労働省） 
（４）「熱中症警戒アラート全国運用中！」（関係府省庁） 

【担当】 

財務局経理部総務課契約調整担当 

 03-5388-2607（ダイヤルイン） 内線 26-114 

 



 
  ４ 財 建 技 第 6 6 号 

令和４年５月 27 日 

 
各局（本部）長 
中央卸売市場長 
教育委員会教育長 
各行政委員会事務局長 
議会局長 
警視総監、消防総監 

財  務  局  長 
  （公 印 省 略） 

 
都発注工事における熱中症予防対策の徹底について（依頼） 

 

 熱中症による労働災害は例年多く発生しており、過去５年間の業種別の死傷者数では建設業が最も

多い状況となっています。 

夏季の建設現場においては高温下での作業が想定されるため、個々の現場の実態に合わせた計画的

な熱中症予防対策の徹底が必要となります。 

また、新型コロナウイルス感染症対策として、作業中はマスクを着用するなどの対応をお願いして

いるところですが、熱中症予防に配慮したうえで、感染防止を図るため、マスク等を着用する場面や

マスク等の選び方などを作業員一人ひとりに徹底することが重要です。 

つきましては、下記の点について、受注者への周知をお願いします。 

なお、測量や地質調査等の工事関係委託についても同様の取組をお願いします。 

 

記 

 

（１）受注者に対し、建設現場における熱中症の計画的な予防、対策の徹底等を求める注意喚起 

（２）工期への影響等が見込まれる場合、受注者から工期延伸等の協議が可能である旨の周知 
 

＜資料＞ 

・『ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン』（厚生労働省）          【別添１】 

 ・『職場の「熱中症」を防ごう！』（東京労働局）                 【別添２】 

 ・『ＷＢＧＴ値を把握して熱中症を予防しましょう！』（厚生労働省）        【別添３】 

 ・『建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止』（厚生労働省）   【別添４】 

・『工事災害防止に向けた優良事例（熱中症対策抜粋）』（東京都技術会議）      【別添５】 

・（参考）『熱中症警戒アラート全国運用中！』（関係府省庁）             【別添６】 

殿 

担 当 

財務局建築保全部技術管理課 

 土木技術担当 川崎・牧（内）27-635 

 （※問い合わせはメールにてお願いします） 



□ WBGT値の把握の
準備

JIS 規格「JIS B 7922」に適合したWBGT指数計
を準備しましょう。

□ 作業計画の策定な
ど

WBGT値に応じて、作業の中止、休憩時間の確保などが
できるよう余裕を持った作業計画をたてましょう。

□ 設備対策・休憩場
所の確保の検討

簡易な屋根の設置、通⾵または冷房設備や
ミストシャワーなどの設置により、WBGT値を
下げる方法を検討しましょう。
また、作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所や
日陰などの涼しい休憩場所を確保しましょう。

□ 服装などの検討 通気性の良い作業着を準備しておきましょう。⾝体を冷却
する機能をもつ服の着用も検討しましょう。

□ 教育研修の実施 熱中症の防止対策について、教育を⾏いましょう。

□ 労働衛⽣管理体制
の確⽴

衛⽣管理者などを中心に、事業場としての管理体制を整え、
必要なら熱中症予防管理者の選任も⾏いましょう。

□ 発症時・緊急時の
措置の確認と周知

体調不良時の休憩場所や状態の把握、悪化時に搬送する病院や
緊急時の対応について確認を⾏い、周知しましょう。

令和４年５⽉〜９⽉

職場における熱中症により、毎年約20人が亡くなり、約600人が４日以上仕事を休ん
でいます。夏季を中心に「STOP︕熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、職
場での熱中症予防に取り組みましょう︕

【主唱】厚⽣労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事
業労働災害防止協会、林業・⽊材製造業労働災害防止協会、⼀般社団法⼈日本労働安全衛⽣コンサルタント会、⼀般社団法⼈全
国警備業協会 【協賛】公益社団法⼈日本保安用品協会、⼀般社団法⼈日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

4月 ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉

確実に実施できているかを確認し、□にチェックを⼊れましょう︕

（R４.３）厚⽣労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

― 熱中症予防対策の徹底を図ろう ―

STOP︕熱中症

５/１ ９/30
重点取組期間

●実施期間︓令和４年5月1日から9月30日まで（準備期間４月、重点取組期間７月）

準備期間
キャンペーン期間

準備期間（４⽉１⽇〜４⽉30⽇）

迷わず救急⾞
を呼びましょ
う︕

事業場では、期間ごとの実施事項に重点的に取り組んでください。

労働災害防止キャラクター

【別添１】



重点取組期間（７⽉１⽇〜７⽉31⽇）

□WBGT値の把握
JIS 規格に適合したWBGT指数計でWBGT値を測りましょう。

準備期間中に検討した事項を確実に実施するとともに、
測定したWBGT値に応じて次の対策を取りましょう。

熱中症予防管理者等は、WBGT値を確認し、
巡視などにより、次の事項を確認しましょう。

STEP
1

STEP
2

□ 異常時の措置

・いったん作業を離れ、休憩
する

・病院へ運ぶ、または救急⾞
を呼ぶ

・病院へ運ぶまでは一人きり
にしない

STEP
3

□ WBGT値を下げるた
めの設備、休憩場所
の設置

準備期間に検討した設備、休憩場所を設置しましょう。
休憩場所には氷、冷たいおしぼり、
シャワー等や飲料⽔、塩飴などを設置しましょう。
準備期間に検討した通気性の良い服装なども着用
しましょう。□ 通気性の良い服装等

□ 作業時間の短縮 WBGT値が高いときは、単独作業を控え、WBGT値に
応じて作業の中止、こまめに休憩をとるなどの工夫をしましょう。

□ 暑熱順化 暑さに慣れるまでの間は⼗分に休憩を取り、１週間程度かけて徐々に⾝体を
慣らしましょう。特に、⼊職直後や夏季休暇明けの⽅は注意が必要です︕

□ ⽔分・塩分の摂取 のどが渇いていなくても定期的に水分・塩分を取りましょう。

□ プレクーリング 休憩時間にも体温を下げる工夫をしましょう。

□ 健康診断結果に
基づく措置

①糖尿病、②⾼⾎圧症、③⼼疾患、④腎不全、
⑤精神・神経関係の疾患、⑥広範囲の皮膚疾患、⑦感冒、
⑧下痢などがあると熱中症にかかりやすくなります。
医師の意⾒をきいて⼈員配置を⾏いましょう。

□ 日常の健康管理
など

前日はお酒の飲みすぎず、よく休みましょう。また、当日は
朝食をしっかり取るようにしましょう。
熱中症の具体的症状について理解し、熱中症に早く気付くこと
ができるようにしましょう。

□ 作業中の作業者の健
康状態の確認

管理者はもちろん、作業員同⼠お互いの健康状態をよく確認
しましょう。特に、入職直後や夏季休暇明けの作業員に気を
配りましょう。

キャンペーン期間（５⽉１⽇〜９⽉30⽇）

□ 実施した対策の効果を再確認し、必要に応じ追加対策を⾏いましょう。
□ 特に梅雨明け直後は、WBGT値に応じて、作業の中断、短縮、休憩時間の確保を徹底しましょう。
□ 水分、塩分を積極的に取りましょう。
□ 各⾃が、睡眠不⾜、体調不良、前日の飲みすぎに注意し、当日の朝食はきちんと取りましょう。
□ 期間中は熱中症のリスクが高まっていることを含め、重点的に教育を⾏いましょう。
□ 休憩中の状態の変化にも注意し、少しでも異常を認めたときは、ためらうことなく

病院に搬送しましょう。

WBGT指数計の例

□ WBGT値の低減対策は実施されているか

□ WBGT値に応じた作業計画となっているか

□ 各作業者の体調や暑熱順化の状況に問題はないか

□ 各作業者は水分や塩分をきちんと取っているか

□ 作業の中止や中断をさせなくてよいか

〜少しでも異変を感じたら〜



【別添２】





【別添３】





顔⾯への密着 フィルタの密度 ⾶沫吸引防止 ⾶沫⾶散防止 呼吸しやすさ 快適さ/蒸し暑さ

不織布マスク △ ◎ ○ ◎ × △

布マスク △ △〜○ △ ○ △ △

ウレタンマスク △ △ △ ○ △ ○

マウスシールド × × × × ◎ ◎

フェイスシールド × × × △ ◎ ◎

ネックガード △ △ △ ○ ○ ○

取替え式防じんマスク ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

使い捨て式防じんマスク ○ ◎ ◎ ◎ × △

建設現場の管理者、労働者の皆様へ

建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止
〜建設現場におけるマスク等の正しい選び方、使い方について〜

建設現場で必要な対応
混在作業が⾏われる建設現場では、マスク等の着用も含め、⼀⼈ひとりの感染防止に

向けた対応が職場全体の感染リスクを抑えることにつながります。
換気の悪い屋内空間において複数人で作業を⾏う場合にはマスク等を着⽤する必要が

ありますが、単独作業の場合や屋外で他の作業員と⼗分な距離（２ｍ以上）が確保でき
る場合などでは、熱中症予防の観点からマスク等を外した方がよい場合も考えられます。

熱中症予防に配慮した上で、感染防止を図るには、｢マスク等を着⽤する場面｣、｢マス
ク等の選び方｣、｢正しい着⽤方法｣を作業員一人ひとりに徹底することが重要です。

作業に応じたマスク等の選び方１
①マスク等の種類と特性
マスク等は、⾶沫の⾶散防止、⾶沫の吸入防止のために着用するものですが、様々な

種類のものがあります。市販の不織布マスクをはじめ、⼀般に使用されているマスク等
を建設現場で使用すること想定した場合の特性をまとめると次のとおりです（※1）。

②マスク等を着⽤すべき場面
建設現場における作業は、単独作業や他の作業員と⼗分な距離（２ｍ以上）をとって

⾏われる場合がある⼀⽅、｢朝礼｣や｢作業工程の確認｣などのほか、｢休憩・食事｣、｢工事
用エレベータでの集団での移動｣など、作業員同⼠が近くに集まる場⾯もあります。

管理者は、個々の作業が⾏われる状況を踏まえ、マスク等を着⽤すべき場面を特定し、
作業員一人ひとりに周知してください。

都道府県労働局・労働基準監督署

（※1）令和２年度厚⽣労働科学特別研究事業｢建設現場での作業等におけるプロテクタの選定・使用ツールキットの開発に関する調査研究｣をもとに作成したもの。
調査研究は⼀部の製品を対象として測定を⾏った結果を取りまとめたものであり、個々の製品によっては上記の表とは特性が異なる場合があります。

（※2）⼀定の作業の際は、労働安全衛⽣関係法令に基づき、防じんマスクの着用が義務付けられています。

｢◎︓優れている｣､｢○︓良好｣､｢△︓普通｣､「×︓やや劣る｣

（※2）

（※2）

はい

いいえ

はい

いいえ

作業中に他の作業
員と接近すること
がない 作業中に

マスク等の着用が
必要

作業中に
マスク等の着用は

不要

他の作業員とは会
話せず、接近は短
時間である

マスク等着⽤の
｢必要｣、｢不要｣は
｢場⾯の切替わり｣
によっても変化す
ることに注意
（裏面の１④参照）

ここがポイント︕

【別添４】



③作業負荷とマスク等着⽤による熱中症リスク
マスク等の着用による新型コロナウイルスの感染防止効果や熱中症発症リスクについ

ては、現時点では定量的に明らかになっていませんが、令和２年度に実施した研究（※）
の結果、以下のようなことが分かっています。

①マスク等の着⽤により呼吸時の負担感が増加し、飛沫飛散防止等の効果が⾼いもの
では息苦しさを強く感じる

②軽い負荷の運動では、マスク等の有無により深部体温の上昇には差がない
③マスク等の内部の「酸素濃度の低下」、「⼆酸化炭素濃度の上昇」が⾒られた

（軽い負荷の運動では⾎液中のガス濃度に影響はないが、⾼負荷作業には注意が必要）

現場管理者の役割３
①計画段階での検討
計画段階から、換気の悪い室内での作

業や作業員同士が接近する機会を減らす
よう努めましょう。
（例）朝礼の工夫、作業時間帯や休憩時間の分散、

マスクを外せる休憩場所の確保 等

②現場でのルール化
熱中症予防と感染防止に向けた現場の

ルールを定め、徹底しましょう。
（例）マスク等を着用すべき場所の掲⽰、休憩場所

の使い⽅、職場外での留意事項 等

④マスク等の選定に当たっての考え方
〇 マスク等の選定に当たって考慮すべき事項

⾶沫⾶散防止等の効果が高いマスク等を着用していても、作業中の息苦しさを和ら
げるため、顔とマスク等との間に隙間を作った場合には感染防止効果が低下します。

マスク等の選定に当たっては、①作業負荷のほか、②作業時の人との距離、③作業
場所の状況、④連続作業時間、⑤コミュニケーションの取りやすさなどにも留意しま
しょう。

〇 マスク等が必要な場⾯への備え
休憩や昼食、作業連絡、⾞両やエレベータでの移動などの際に他の作業員と⼗分な

距離が確保できない場合には、マスク等の着用が必要になります。マスク等の着⽤が
不要な作業であっても、「場面の切替わり」に備え、マスク等を携帯しましょう。

マスク等の正しい付け方と効果２
作業中の息苦しさから｢あごに掛ける｣､｢鼻を出す｣など､正しい⽅法で着用しなかった

場合、マスク等の感染防止効果が低下します。マスク等は正しい方法で着⽤し、息苦し
さなどを感じた場合にはマスク等を外せる環境で休憩をとるようにしましょう。

R3.5

（※）令和２年度厚⽣労働科学特別研究事業「建設現場での作業等におけるプロテクタの選定・使用ツールキットの開発に関する調査研究」

マスク等を着⽤しない、又は飛沫飛散防止効果が低いマスク等を着⽤して作業を⾏っ
た場合、作業対象や工具等に⾶沫が付着する可能性が高まります。複数の作業員が共⽤
する工具等や操作盤などについては接触感染防止のため、こまめに消毒しましょう。

⑤マスク等の着⽤状況と接触感染

顔のサイズに合ったマスクを選び、
頬やあごとの間に隙間をつくらない

「上下」、「裏表」など、正しい向
きで着用する

不織布マスクの場合、ノーズフィッ
トを鼻の形に合わせて折り曲げ、息
の漏れをなくす

破損した場合や汗を吸って息苦しさ
を強く感じるようになった場合は新
しいものに交換する

鼻や口をしっかりと覆う（息苦しさ
から「あご」に掛けたり「鼻」を出
したりしない）

上

下 外側のプリーツは下向き

ノーズフィットのある方が上
大きすぎて
す き 間 が
空いている



工事災害防止に向けた優良事例

1

東京都技術会議

熱中症対策抜粋

（都市整備局）

 熱中症対策

 作業員の熱中症防止対策のため、日よけハットを着用している。

日よけハットの着用。

職場環境改善-18

2

【別添５】



3

 熱中症対策

（財務局）

 熱中症対策として、ミストシャワー・ミストファンを設置している。

職場環境改善-19

ミストファンミストシャワー

4

 熱中症対策

（都市整備局）

 作業員の熱中症防止対策のため、作業員休憩所にミストシャワーを設置している。

職場環境改善-20



5

 熱中症対策

（交通局）

 熱中症対策として、冷水器・製氷機・かき氷機・塩飴・シャワー室など多様な対策グッズを用意して、個人の症
状や休憩時間に合わせて利用しやすいようにしている。

職場環境改善-21

6

 熱中症対策

職場環境改善-22

（都市整備局）

 日陰がない現場において、仮設テントを設置して日陰をつくり、作業員の一時的な小休止の場として活用して
いる。

 仮設テントは、作業箇所が変わることに合わせて、容易に移動することができる。

【仮設テント設置状況】



7

 熱中症対策

設置状況

マルチ環境表示器

システム概要 （下水道局）

 暑さ指数（WBGT)を自動測定し、設定値を超えると、ノズルから水道水を霧状（数十ミクロン）に空中散布する。
散布したミストが気化する際の気化熱を利用して周辺温度を下げることで、熱中症を予防している。

職場環境改善-23

8

 熱中症対策

清涼ファン
（下水道局）

 作業場所が高温多湿となることから、各作業員に清涼ファンを取付け、作業環境を改善するなど熱中症対策
を実施している。

職場環境改善-24



9

 熱中症対策

（建設局）

 WBGTの予測値及び計測値を作業員の見やすい場所に掲示し、定期的な休憩を促すなど、熱中症に対する
注意喚起を行っている。

 熱中症対策用に現場内に休憩所を設置している。すだれにより日射を遮っている。

職場環境改善-25

10

 熱中症対策

職場環境改善-26

（水道局）

 路上工事の現場内で持ち運び可能な形態でWBGT値を見える化し、熱中症に対する意識向上を図っている。

WBGT計
(暑さ指数)

熱中症に対する
基礎知識掲示

塩分･水分補給
常備品

【現場での使用イメージ】

【WBGT計（暑さ指数）】

【塩分・水分補給常備品】



11

 熱中症対策

（下水道局）

 現場責任者が熱中症対策警報機を携帯し測定することで、警報機能による熱中症の予防を実施している。

職場環境改善-27

12

 熱中症対策

職場環境改善-28

 受注者が下請会社を含め全現場作業員に腕時計型の熱中症警報器を配布し熱中症の予防を実施している。

熱中症警報器着用

正常動作アラーム

（建設局）



13

 熱中症対策

職場環境改善-29

（交通局）

 覆工板下など高温多湿の工事現場では、作業員等に電動ファンのついた空調服を着用させるなど体を冷却
する対策をとっている。

 新たな試みとして、作業員のシャツに検知器を取り付けて体調変化や転倒などの状態を検知し、管理者のパ
ソコンや作業員のスマートフォンに通知してリスクの見える化を行い、危険時にアラートを鳴動させるウェアラブル
IoTを一部の現場で採用している。

空調服 ウェアラブルIoTによる通知

14

職場環境改善-30

（下水道局）

インターネットによる管理 廉価な熱中症対策飲料

注意喚起

※危険２で空調服使用の義務化

 熱中症対策

 WBGT値を自動計測し、かつインターネットにて閲覧可能にするとともに、注意旗・電光板で周知し、注意喚起
している。

 また、WBGT値32°C以上は、「危険Ⅱ」とし、空調服使用を義務化している。

 細目な水分補給を促すため、廉価な熱中症対策飲料を提供している。



15

 工事現場の天候変化等の状況把握（熱中症・防犯対策含む）

職場環境改善-31

（財務局）

 工事現場に、風速・温湿度・人感センサーを設置することで、天候の変化や熱中症対策、休工事時等におけ
る侵入者の把握に努めている。

 スマートフォンなどによりリアルタイムの検知状況を把握することができる。

温湿度センサー

風速センサー
防犯対策用人感センサー

16

 熱中症予防対策（体調確認チェックシートの活用）

職場環境改善-32

（水道局）

 日々のKYミーティング等において、元請会社職員及び職長が作業員の体調について１日３回直接聞き取り、
体調確認チェックシートに記録することで、コミュニケーションを十分に取りながら熱中症予防に向けた体調管理
の充実を図っている。

1日3回、聞取りを実施

朝礼時：7項目
（年齢、熱中症の経験、体調、睡眠、

深酒、朝食、水分補給）

午後開始時：3項目
（体調、昼食、水分補給）

作業終了時：2項目
（体調、水分補給）



17

 熱中症対策

見える化-21

（財務局）

 当日のＷＢＧＴ値を測定・見える化し、全作業員へ周知することで熱中症対策に対する意識の向上を図って
いる。

WBGT値の予測値・実測
値と危険レベルの表示

18

 クラウド型デジタルサイネージシステムを使用した安全対策

気象情報表示画面 デジタルサイネージ本体

見える化-48

（下水道局）

 工事現場では｢降雨情報(東京アメッシュ)｣や｢熱中症指数｣｢警報注意報｣｢緊急地震速報｣等をリアルタイムに
掲示することが難しいため、通信業者と共同でクラウド型デジタルサイネージシステムを構築し工事現場で使用
している。加えて、安全ポスターや本日の作業内容、人員等を表示して、作業員の安全意識の向上を図ってい
る。



熱中症警戒アラート 発表時は  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   を!

●昼夜問わずエアコン等を

　 使用して温度調節をしましょう 。

※環境省熱中症予防情報サイト： https://w w w.w bgt.env.go.jp/

W BGT

3 1

エアコンを適切に
使用しましょう

●熱中症を予防するためには暑さを
　 避けることが最も重要です。
●不要不急の外出はできるだけ
　 避けましょう 。

外出はできるだけ控え、
暑さを避けましょう

●身の回り の暑さ 指数（ W BGT） に応じ て

　 屋外やエアコン等が設置されていない屋内

　 での運動は、原則、中止や延期をしましょう 。

外での運動は、原則、
中止／延期をしましょう   

●熱中症を予防するためには暑さを

　 避けること が最も重要です。

●不要不急の外出はできるだけ避けましょう 。

暑さ 指数（ W BGT）を
確認しましょう   

●高齢者、子ども、持病のある方、肥満の方、
　 障害者等は熱中症になりやすい方々です。
　 これらの熱中症のリスクが高い方には、
　 身近な方から、夜間を含むエアコンの使用や
　 こまめな水分補給等を行うよう 、声をかけましょう 。

熱中症のリスクが高い方に
声かけをしましょう   

●のどが渇く 前にこまめに水分補給しましょう 。
 （ １日あたり 1.2Lが目安）
●屋外で人と十分な距離（ ２ メ ート ル以上） を確保
　 できる場合は適宜マスクをはずしましょう 。
●涼しい服装にしましょう 。

普段以上に「 熱中症予防行動」
を実践しましょう   

徹 底 し た 予 防 行 動

熱中症警戒アラート
全国運用中！

熱中症警戒アラート は、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境になると予想される日の

前日夕方または当日早朝に都道府県ごとに発表されます。

発表された情報はテレビ、防災無線、SNSを通じて発信されます。

学校やイベント の管理者等においては現場に応じた対応策をあらかじ め定め、

熱中症警戒アラート 発表時には速やかに実行してく ださい。

暑い環境で体温の調整ができなく なった状態で、めまいや吐き気、頭痛、失神等様々な症状をきたし、

最悪の場合は死に至る疾患ですが、下記のよう な予防行動を行えば防ぐことが出来ます。
熱中症とは

SNS

防災
無線

熱中症警戒
アラ ート 発表

NEW S//

報道機関
（ テレビ・ ラジオ）

○○県で熱中症警戒アラート が
発表されました。

明日は熱中症予防行動を
徹底しましょう。

【別添６】

https://www.wbgt.env.go.jp/


熱中症対策行動計画： 令和4 年度目標　 適切な熱中症予防行動のより 一層の定着

高齢者等の屋内における熱中症対策の強化

●高齢者のための熱中症対策

経済産業省

政府の熱中症対策

管理者がいる場等における熱中症対策の促進

地域における連携強化

その他

新型コロナウイルス感染症対策と熱中症対策の両立

●学校関係の熱中症情報 ●農作業中の熱中症対策

●熱中症に関連する気象情報 ●熱中症から身を守るために

●熱中症予防×コロナ感染防止で｢新しい生活様式｣を健康に

●災害時情報提供アプリ「 Safety tips」

●エアコンの早期の試運転
　 について

●ヒート アイランド 対策

環境省内閣府 消防庁厚生労働省

●スポーツの熱中症対策 ●防災における熱中症対策

For iPhoneFor Android

〈 リーフレット 〉

●夏季における熱中症による
　 救急搬送状況

●健康・ 医療関係の熱中症情報

●学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場における熱中症予防情報

●無理のない省エネ生活

気象庁国土交通省農林水産省文部科学省 観光庁スポーツ庁

マイボトルで

熱中症予防を！

〈 リーフレット 〉

〈 リーフレット 〉


